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弘前大学大学院人文社会科学研究科〈修士課程〉のご案内

○ 弘前大学は人文社会科学領域の研究に取り組む方のために、大学院人文社会科学研究科〈修士課程〉を
設置し、毎年度学生を募集しています。専攻・コースは、以下の通りです。

弘前大学大学院人文社会科学研究科〈修士課程〉
【学位：修士（人文社会科学）、Master of Humanities and Social Sciences】

人文社会科学専攻

芸術文化コース　　　　
　文化財論分野　　　　
　日本語・日本文学分野
　思想・芸術科学分野　

現代共生コース　
　言語科学分野　
　歴史地域学分野
　国際地域論分野
　現代法政論分野

政策科学コース　　　
　経済・統計分析分野
　政策評価分野　
　会計情報分野

○働きながら学ぶ社会人の方の研究を支援する制度を設置しています。
　【社会人特別選抜】　入学試験では口述試験を重視し、社会人としての意欲と経験を評価します。
【教育方法の特例措置】　夜間（18 時 00 分～ 21 時 10 分）または土曜日にも授業を受けることができます。
【長 期 履 修 制 度】　２年分の授業料で最長４年かけて研究に取り組むことができます。
【個別課題報告書】　修士論文の代わりに仕事や社会活動に関連する報告書で学位を取得できます。

○ 人文社会科学研究科＜市民カレッジ＞を開講しています。2020 年度は、10 の専門分野からなる専門科
目 19 科目及び多領域横断型科目３科目の計 22 科目（前期・後期 11 科目ずつ）を開講します。

　文京町キャンパスで、大学院の授業科目を正規の大学院生と一緒に受講していただく形になります。受
講科目の成績は大学院入学後、正規の単位に振り返ることができます。受講資格は４年制大学卒業、受講
料は１科目 11,500 円となります。詳しくはホームページ（下記）をご覧下さい。

［ホームページ］人文社会科学研究科　
　　http://human.cc.hirosaki-u.ac.jp/jinbun/web/daigakuin/examinee/course_index.html

［お問い合わせ］入試関係：学務部入試課　TEL 0172-39-3973･3193
学務関係：人文社会科学部教務担当　TEL 0172-39-3941
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